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明けましておめでとうございます。
施設長　
平成二十七年が始まりました。

「始まりました。」とあえて表現するほど、介護保険制度改正のある四月は気にかかります。施設から在宅への流れの中で、在宅生活を支える地域包括ケアシステム構築のために多種多様な施策の見直し・創設が予定されています。

特養もそのシステムの中で役割の発揮が求められてきます。単に「終の棲家」の役割にとどまらず、在宅生活継続に向けた役割の発揮です。担うべき役割拡大の一方で、特養の介護報酬は大幅ダウン必至の情勢にあり、深刻な介護人材の不足と相まって、今後の特養運営を取り巻く環境は厳しいです。経営体としての多様な課題や不安要素が山積する中で新たな年を迎え、例年以上の寒気に身も引き締まる思いで正月を過ごしました。
今年もよろしくお願いいたします。

十二月の報告　
★利用者健診（十二月十日）
　集団生活の場では年に一回、レントゲン検査等が義務づけられています。

　今年も二階のフロアで血液検査、心電図、一階のレントゲン車でレントゲン検査、尿検査等を行いました。
　毎年のことながら、血液検査が一番大変です。高齢になると血管が出にくくなり、すぐに血管が逃げてしまいます。動くと危ないので、「動かないで下さい。」と手を押さえれば、足が出たり、ツバを吐いたりと、大騒ぎです。健康な証拠ですね。
　現在、その結果を嘱託医が確認しています。順次報告を予定していますが、医務室に声をかけて下さい。

★不在者投票（十二月十一日）
　さくら荘では、ご希望を聞いて、投票日の数日前に不在者投票日を設定し、不在者投票用紙を取り寄せ、複数の立会人の立会のもと行います。
「選挙はしますよ。国民の義務ですから。」と今時の若者たちに聞かせてあげたいような、積極的に参加される方が多いです。

　しかしいざ投票用紙を目の前にすると、誰にしようか、どこに入れようか迷われる方、結局白紙投票の方、○○党に決めているという方、様々でした。
★俳句クラブ（十二月十八日）

　昨年の五月からＵ先生をお迎えして俳句クラブが再開できました。十二月は、除夜の鐘と同じ一○八回目でした。Ｕ先生に添削していただいた数句を紹介します。
痛む手を庇いつつ書く賀状かな　　　　Ｙ・Ｔさん
健やかに日々健やかに年暮れぬ　　　　Ｈ・Ｔさん
食堂に第九流れて年の暮れ　　　　　　Ｆ・Ａさん
賑やかに歌や楽器や忘年会　　　　　　Ａ・Ｓさん
人寝せて静かに燃ゆる暖炉の火　　　　Ｉ・Ｓさん
腕ふるう蕎麦にお節に年用意　　　　　Ｗ・Ｓさん
★忘年会（十二月十九日）
　「忘年会」は一年の締めくくりの行事です。

　今年は、月に二回の「音楽クラブ」の練習の成果を、みなさんに披露したいと、企画しました。練習をしました。

　
まずはサンタの衣装をつけたＳさん、サンタガールのＡさんの登場で♪星影のワルツのデュエットから始まりました。
いつもは目を閉じていることが多いＹさんは、太鼓のバチを持つと背筋が伸び、元気なリズムを打って下さいました。
　優しくて、頼まれごとを断れない男性代表のＦさんは、昔とった杵柄のＫさんと♪炭坑節の踊りを、皆さんの前で披露、若い職員達も率いて下さいました。

　Ｆさんも清らかなソプラノで、♪きよしこの夜を唄って下さいました。
　普段は控えめな皆さんが、一生懸命、積極的に参加して下さり、楽しいひとときになりました。

行事のもう一つのお楽しみの昼食は、（豪華）海鮮ちらし寿司でした。午後はコーヒーとワッフルのお菓子も好評でした。美味しくて、楽しかった忘年会の報告です。

（報告・行事担当）
お知らせ　
★預り金報告

　年に４回（六月末日、九月末日、十二月末日、三月末日）預り金の報告をしています。今回同封していますので、ご確認をお願いいたします。

★カレンダーをありがとうございました。

　利用者みなさんのお部屋に飾りました。今年も一枚一枚めくりながら、毎月の健康と平和を感謝しましょう。
★浴室暖房機設備工事のお知らせ
　かねてから「一般浴室が（広くて）寒い。」課題がありました。なんとか出来ないだろうかと区にお願いをしておりましたところ、この度暖房機が設置されることになりました。

　一月十九日(月)から、約一か月の工期の予定です。その間、一般浴室は使用できませんので、特浴室の方で一般浴を行います。ご理解とご協力をお願いいたします。
入所のお知らせ　　　　　　　Ｋ・Ｙ　さん

Ｋさんは昭和五年生まれの八十四歳です。

　ご主人と二人暮らしで過ごされていましたが、ご主人の体調がすぐれないことが多くなり、お二人の健康維持のために入所されることになりました。
　慣れるまでは気を使って、寂しい時もあると思いますが、ご主人の面会を楽しみに、さくら荘で一緒に過ごしていきましょう。いろんな方とのふれ合いが、だんだんに楽しくなると思います。
Ⅰ・Ｔ　さん
Ｉさんは昭和十一年生まれの七十八歳です。

　「父はテレビが好きなので、四人部屋でもテレビが見られるのは嬉しいです。」と娘さんのお話の通り、おせんべいを食べながらテレビを見て毎日を過ごされています。
　お気持ちがしっかりされているので、背が高い、左手を使う等の身体状況に環境を整えれば、もっとご自分でできることが多くなりそうな感じがします。応援したいと思っています。あせらないで、いっしょに頑張りましょう。

★一月の家族会・定例会は、二階フロアで


一月二十四日（土）午後一時三十分～








